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日進岩藤川自然観察会 No .４３８ 2026.1.18(日) 晴れ 14.5℃ /3.5℃ 参加者 19人(小 5人)

（左：ミサゴ）2羽が上空をあっという間に行

ってしまいました。雑木林からはツグミの声がよ

く聞こえ、枝先に何羽もとまっているのを見まし

た。風もなく穏やか

な日になり、子ども

たちは長靴で水に入

って生きものを探索

しました。

（ツグミ 6羽）

ヤマトクサカゲロウ

昨日までの暖かさで越冬してい
たクサカゲロウです。幼虫は肉
食でアブラムシやハダニ、コナ
ジラミなどを食べ、成虫は花粉
や蜜などを食べます。頭部や顔

の斑紋で見分
けます。

ミツボシキリガ

フユシャクだけではなくキリガ

なども冬によく見られる蛾で、

この蛾の幼虫はエノキの葉を食

べます。前翅に 3 つの斑紋があ

ります。

ミサゴ

魚を捕まえるので魚鷹とも呼
ばれます。鼻孔にはふたがあ
り２本の鋭いかぎ爪を備えた
足を前後に構えて水面近くに

いる魚を捕らえ
ます。

ナミスジフユナミシャク雌
フユシャクの雌は上のように翅
が短いので飛べません。羽化し
てここまで歩いてきたのです。
オスが雌が出す匂いを頼りに探
します。初めの記録では、メスコ
バネマルハキバガとしていた蛾です。
観察会ではフユシャクの雌としてい
たのですが、帰宅してネットで調べ
たらメスコバネの翅のようすにそっ
くりだったので訂正しました。

ナミスジフユナミシャク

運動公園で見かけるときは壁
にいることが多い蛾ですが、
今日はイロハモミジの樹皮に
いました。11 月～ 1 月にかけ
てよく見られます。

ツルグミ

秋から冬にかけて花が咲き、

花の下についている子房がふ

くらんできました。

4 月頃赤く熟して

甘みが出ます。
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植物 サザンカ、実（ナンテン、キダチコマツナギ、イタチハギ、マンリョウ、ナンキンハゼ少ない、ネムノキ、ヒサ

カキ、イヌツゲ、ヤマハゼ、ヌルデ、センダン、カナメモチ、ソヨゴ、ヤマノイモ、アオツヅラフジ、ノイバラ、クロミノニ

シゴリ、ツルグミでき始め）、冬芽（ネムノキ、ソメイヨシノ、ヒラドツツジ、ネジキ、センダン、サクラバハンノキ一部

の雄花開く、ニセアカシア、イタチハギ、エゴノキ、クロミノニシゴリ、ノイバラ、ミヤマガマズミ膨らむ等）、

昆虫 ナミスジフユナミシャク(壁とイロハモミジ樹皮)、ウスバフユシャク、ミツボシキリガ、メスコバネマルハキバガ、

フクラスズメ、ヤママユ羽化繭と卵、ウスタビガ羽化繭、ヒロヘリアオイラガ羽化繭、ムネアカアワフキの巣、ヤマト

クサカゲロウ、蟻道、 クモ キノボリトタテグモ死骸、 鳥、その他 ミサゴ２，メジロ、シジュウカラ、ツグミ10以

上、アオジ、オオジュリン雌、ヒヨドリ、ハシブトガラス、ハシボソガラス、スズメ、新池鳥（ミコアイサ雌2、マガモ群、

ホシハジロ群、オオバン）、運動公園の調整池（カルガモ、コガモ群とアオサギ）、イノシシの足跡、霜柱の後の地

面(ふわふわ）、茸(ウスバタケ）、水生生物（ホトケドジョウ、スジエビ、ヤマサナエのヤゴ、ホソカワモズク）

ヤママユの卵

コナラの枝に８個見つかりま

した。柔らかい新芽を食べら

れるように冬芽のすぐ下に産

み付けられています。雌は 2

～ 300 個の卵を何十回かに分

けて産むのです。

サクラバハンノキの冬芽

左は雄花で早々と熟して開い

ていました。指ではじくと黄

色い花粉が飛んでいきました。

右は葉で、まだ開いていませ

ん。表面は樹脂で保護されて

います。

イタチハギ

上方が冬芽で

下の葉痕の上

にあるのが副

芽です。枝を

ぐるりと見渡

すと芽が 1 カ

所のみのもの

がありました。

左は実です。

これまで気づ

かなかった表

面のつぶつぶ

が特徴的です。

水路の生きもの

上：ホトケドジョウ
（田んぼのとは模様が違う）
下：ヤマサナエのヤゴ
（棒状の触角がある）

オオジュリン

ホオジロに似た小鳥が枝に止
まりすぐ飛んでいきました。
図鑑で調べるとオオジュリン
の 雌 の よ う
です。（地鳴
き は チ ュ リ

ーン）

オオムラサキツツジのさや
．．

植栽のツツジは次の年の花芽

の付きをよくするために早め

に剪定してしまうので実を見

ることは希です。これは運良

く結実したものです。


